大阪大学史紀要 第2号 大阪大学五十年史編集だより(部局史) by unknown
Osaka University
Title大阪大学史紀要 第2号 大阪大学五十年史編集だより(部局史)
Author(s)
Citation大阪大学史紀要. 2 P.99-P.105
Issue Date1982-05-20
Text Versionpublisher
URL http://hdl.handle.net/11094/21833
DOI
Rights
部局史編集雑感
、、
1jir
ら「7
、J
jR
草寺立口
水子の供養
/台
!I{:!.、
永
，[匂
人間科学部の歴史は浅い。来年でようやく
ω年になろうとするところであ
る。だから医学部など古い学部で、枚数の不足に悩まれた認など伺うと、それなら少しお線分けしてもよかったのに、と考えたりする。しかしだから出日って者くことがなかったと一戸日うのではない。むしろ逆で、書きたいことは山ほどあり、書いて同れんたいざきガも ろいろあった に、結局何も設けなかったな、というのがネ底な感想である。
中関の隆史叙述には、正史、実問史、それにさらに門
外不出の起居註という一一一段階の叙述が のだと言 。私たち部局史の委員(徳永、問中山川、糸魚川、阿部)がとくになをそそいだのは、学部成立のブレ聞く所によると、
大阪大学五十年史編集だより(部局史)
ヒストリーに関する資料の収楽だった そのためには関部地区に厨られるガばかりではなく従京 名校教授のガ々をもお訪ねして談話 記録させていただいたし、当郊の創立に尽力しつつ亡くなられた成問削教授の遺族にお願いして、沢一反な記録制似を提供してい だいたりした。そうしてどうやらすでに埋れかけていたブレ を符階成するだけの資料が集まっ 時 、謎解きを来たしたようなよろこびさえ感じたものである。しかし出米上ったものは、教授会議心収録や学生州民党の抜き
4泣きのような味もそっけもないものに
なってしまった。舎かれ 廃史というものが、いかに多く 惚もれ 結問に当てられた一聞の光でしかな かを時間感させられる。
しかし今関の部局史の…料集を機縁にして、多くの資料を収集、務却し、次
に舎かるべき部局史のための幣備な、今後も継続して続ける体制が邸内にできたことはよろこばしい。できれば独立した部局史資料室をいただいて、いつかは古かれるであろう、あるいは遂に設かれないであろう正史、裂回史、起日出註の史料止をここに集めた 遂に舎かれ かった資料については つか水子供養でもしてやることにしよう。
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収在大阪大学の中で最も小さな部局が低蹴センタ
i
です。そのため部局史
品制策の依頼があったときこの仕事は大したことがないと考え 数カ月放っておきました。伎がの分担は低混センターの前'身である惚低鼠実験窓から低温センター設中分室に至るところを伊達数疫が、低摘出センタ
i吹泊分小説を山本
幼手が、低滋センタ!業務を十一
mm
幼手が相…当し、全体を大石センター長が調
議するという形を平く決めていましたが、実際に執筆に かったの 昭和双十五年十月からです。原稿は伊迷教授の狽当部分が設も膝史的な七仙の入ると
v}ずつであり大切な
ところですが、抜群の記憶力、怒川出力と述筆のおかげで、山本、支 川幼子担当のところの巡れが日交つことになりました。おかげでセンター交の修正も済ませて十
月中にすべてを完了することができました。
編集上特に背労することはあっませんでしたので思いつくことを次に扱きます。一つの授のん約事実があっても、そこに至る事情ば当時の担当者間 な見のくいちがうことがあるはずです。こういった場合部局史としては客観的事実のみを投くことになり、抑制殺にとってあまり郡山口くないものになるでょう。五十年史の茶話が本当に設けたら非常に商白 読み物と るのではないかという気はして ます。際史 及ぼす個人の力を高く評価 る人と、そ
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大阪大学五十年史綴祭だより(部局史)
れに反対な立場の人があるようですが、大学史ではやはり人(救近では総長や部局長でなく、ある分野の発践に努力した一数授)の果たした役鵠は大きいと思います。実にその人を支えた出身地や家族構成、大学内外での共同研究者の輪、関述学問分野とのつながりなどを→取り込んだ人物誌がこの双十年史の川州
EM版物としてできれば正史とはまた迫った味のある読み物ができるので
はないでしょうか。
附属国書館
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この度の勺五十年史」で、部局史の部には鮒印刷凶持館をどのような形で入
れるかについては、編集委員会でいろいろ議論があったと開いている。間開設館内部でもその附、その対応にやはり のな見が山ていたが、結局、中潟委員長以下の御努力で、現在考えられる絞も妥当な形に務ち斎 たことなうれしく怠った。これが第
段階であった。次には設が執筆するかという
ことで、いささか物書き 馴れ いる教官殺の殺は併任の私
人だし、百数
十人も数える削州市川館職員の設にというわけにもゆかぬ。結局、事務郎長が、とくに阪大勤務の長い掛長クラスの諸沼 資料鬼怒そ 他での協力を仰向ながら、原稿作成に当 てくれこの件もかた会ついた。東氏が、折から転勤の内一子宮受け身辺多事の中で、努力さ てたことは忘れられな 。でき上った草稿には私も悶討を通し、若一十手は入れた。いずれにしろ、その
時まず、奴大関市川館の際
ψんが如何に有為転変に満ちみちているかをあらため
て出制感させ れたものである。考 てみると、こ は大阪大学そのも のこの双十年の股史に相応じて ことにち いない。加えて大学 附印刷閉山詩的問というものが、とくにわが悶では大きく変貌しつつあ 、その反映でもある。そのな味で、今回は止むを得なかったが、この限られた紙数には収めき な
かった諸事実宏、せっかく集められた資料もあることだから、刷出の形ででも
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まとめておくことも考えるべきかと思っ 。実は今回「部間則前~級感」の寄稿を求められたとき、一泉氏に協力された諸氏に集まってもらい、いろいろ罰則を聞いた。その時山山た話では、やはり阪大の令部開仰の中で 、開和六年の大阪婦問大学創設以米あるものとして 関心滋館の変りょうは段もはげしいのでは九はいかということが、みなこぞっての発一一一同だっ
fに。医・限・工の一一
J学部が揃ったとき、凶書館職員は分館を入れて総勢
一間取引、それが今は、三線一人掛で定時以外脱判長も入れて二一口名前後になっている。このような話 関述し 、大学全体 急速た発肢のなか、資料が散侠し ことにあらためて気付いた いう。惚もれた資料は未だ幾らもあるはず、いまの中にそ 父になれば、それらを蒐集終潔できるはずだ、とも一…一一阿って た。平にして一五十年史資料・編集家
L
も山山米たことだし、そこで
是非進めてほしい。出米る とがあればお手伝 した と これらは本当に奴大に育ち、阪大止を愛する人たちの切実な戸として、私は開い ものである。
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院内子部の冗十年史紙袋委員として二年にわたって原稿を集め、又自分でも
筆止な加えて米たが、涯学部の股史は大阪大学の前身の発足以米 ものでありかなり長いものであるため、その市内絡が許された原稿枚数を越える がおに見えてお 、以前に山山された 大絞大学医学伝習百年史を議終にして、その総小に努力すると うことになり 立廿教家の阪稿もいきおいそう うならざるを符なかったものと挑祭 る。阪や
pm
の燦史は明治一五年にはじまり、弁教室の賢史の中にも発足当初から
の際交、即ち今回の一九十年史の前史と悶門んら 後日な容れなけれ、はならな
教家が多く、多少紙数の超過したものもあるが御許しを阪いたいと思っている。応体学伝潔百年の自民日教室の歴史がすでに山山されているので医学部としての五十年史は書きやすかろうと思われた であるが、なかなかさにあらず、絞い女川却の山?にそれを全て収めることは、なかなか難かしいこ?乙である。現在なお全てが終ったわけではなく写真の選択に以を悩ませている次第である。医学部総記の下で記述に凶った は、大や紛争当時の校慌をいかに述べるかということである、援学部内の状況では特に封鎖という状態はなく、川川縦一般に引がはこんだ如くに見られるけれども、決してそうではなく、むしろ封鎖というような っきりした状態が生じ、それが解決さ ガが、後に残るしこりはなく、物ふれがはっきりしたように思えるけれども、 いう状態のないままに巡行したために、あとに残された純一々の問題 尽なひいて、すっきりしない まに時間を経過して米たという感じがするの あ 。しかしその時出 経過の中 努力がかさねられ 、どうやら今日にいたった いう感慨にうたれるのである。
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医学部史編集後のうごきについて七百しておく。十五年前に遡るが医川宇部、
微研、学友会が共催して大阪大学医学伝前回百年一記念が行われたが、 の事業の一つに「医学問物館ないし資料館の設院」の一裂 あ た。先進欧米諸大学には必ず設絞されている大学ミュ
i
シプムにならい医学部にもというもの
であった。医学伝習百年修史作業中に収集した資料を核に収政口聞を漸次治加することが計回されていたが実現には安っていなかった。際学部川周年、大学双十周年を経て、附昨年十一刃教授会で医学部に資料室を設け、さきの椛恕を小鋭校ではあるがうけつ で、研究、教育に資するものにすることになった。現在準備委員会がその日刊体化の検討に入 ている。これも五十周年日記念の副産物の一っと考えてもよかろ 。
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〔紀裂の刊行〕年一一
ml
一一間を予定しています。
紀裂の内容については、わが問の近代高等教育の発達山んとの開述から本学の絞史止な眺めるとともに、またわが間の大尚工業都市という成境のなかではぐく玄れてきた歴史を、前かん時代よなん凸めて広い視昨日のなかから把えたものにしたいと考えております。本学は子れまで本私的な編史の試みがなされていないので、これを機に、木小の脱出史に問問述ずる広範凶 資料の収集に努力しており、それら〔投稿先〕
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に閃する資料約介もできるだけ収録する方針です。叫間引いい者についても、学内外ム玄関わず、広く多くの人びとのご参加なねがって本紀裂の内終の充実とともに、進行中の可大阪大学五十年史いをより山内容の殺かなものにしたい 考えていますので、立什仏似 約械的なご投稿をお待ちする次第です。
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大阪大学防薬旅行の会より寄贈)
伊藤忠兵衛翁を偲んで(巌業科学研究協会より寄贈)
緒方洪山地と迎弘菊池正士件泌総追加ぷ(杉本健一…一氏より寄贈)
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〈大学・高等学校年史関係〉
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佐川広務路大尚子州制ム込山十周年記念誌(寄贈)
創刊号(得贈)
石村十ゅん東京淡工大学百年の歩み(寄贈)
京都市立京術大学(谷贈)
早稲聞大学史紀姿琉球大学一一一十年大学ぷ一準協会十年史旧制高等学校九七←恐泊判例
e同等学校
A十一諮
間制高等学校全投〈大紋関係〉
大阪府教育百年史大阪府数十六前年史大阪府史
設34
巻
大阪府ゅん
γ
てニん
E
h吋… グじ
大阪府史
第問問巻
第二巻、第一
O
巻、第一回巻(得贈)
一九八
O
年刊(寄贈)
昭昭二一一
J
一一一二年(寄贈)
第二巻
4ー皮綴
? ? ? ?財列=石川匂
教育編
第川口巻
校風編
第
宅金
概説編(寄贈)
第二
J
問巻
ゅん料編(寄贈)
十日代編
"1コ
i佐
藤nf
中位一編
E
(明治・大正)大阪市史第一巻
概説…総
(明治・火花) 阪市史第二}丸山口
経済論
編集室臼誌より
(明治・大正)大阪市史第双券]
論文編
(明治・大正)大阪市史第六巻
昭和五六年一一一月
法令…制
(明治・大正) 阪市ゅん第七滋]
史料編
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大阪市会ゅん
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大阪州制学史認大坂と大阪の削究
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大坂の町名
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北区かん中ムノヤ防誌(復刻版)臨川市役店山一品 市山従業の際史写真集
設中市山以議委員会(寄矧)
難波大阪
明治・大正・昭和の控中図書刊行会
岡山史と介入化、郷土とかん民、美術と芸能
八ム…一…巻
平野人目翠泣かん料
仙川渓芥
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胸間修編
大阪建設史夜話、大紋古地凶作品川成
大阪都市協会
実行委員会幹事会開催部局史原稿調数
(J
八月下旬)(中馬委員長・事務局・編集
室)紀前究第一号校正
(J
問月中旬)
国立公文詩的制へ資料調交(創立前史の資料について、大西)印刷刷所見学(写真集委員会・編集室)
間
月
『写真集大阪大学の双十年品発刊写真集小委員会開催(絵ハガキ発行について検討)災行委員会幹事会開催災行委員会開催部局史タイプ稿作成決定所蔵図書・資料カード作成収集写真整恕 分類
(J
五月)
大阪大学創立五十周年記念絵ハガキ発行町大阪大学史紀要
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大阪大学五十周年記念式典挙行(於、中之
z日向大阪大学識堂)
列記念祝賀会(於、ロイヤルホテル)、同記念講演会(於、ロイヤル
NBC
会館)
大阪大学名後数夜中亦郷問郎氏陀談会(於、仇付兼山会銀)文科系部局史編集委員長 議日同点公文書館へ資料潟資(熊谷、低限)
月
問サ民集・紀嬰発送
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第一回通史編集委員会開催
実行委員会幹事会開依紀要第二回一ワの原稿執筆依頼写真集小委員会矧俄(借
m写真の後始米等について)
木市
伊東操宅へ医学教育関係資料調蕊(松田、大問、
塚本)
じ
),l 
写真集再販のための準備開始写真カ
iド整理開始
(J
統行中)
総長、中馬委員長、的関渓副委員長会談(治史編集ふれ業について)第二回通史編集委員会開催写真集一円版発刊決定
i、、
'E4g
/下
l
部局史タイプ校正
月
球山セミナーハウスへ写真集再阪府の写真搬彩(大阪・問機本)第三間通史編集委只人公(通史目次案第一次出来戦前例制検討)併用写真の返却開始
(J
十二月)
大阪大学法学部名設教授石本雅男氏、同大阪谷公滋氏、同小野木常氏燦談会(於、待氷山会館)
f:J 
第問問通史編集委員会(通史目次ー後第一次申決戦後編検討)山市内行委員会幹事会開催
へ、文教委員会、大学予算関係資料調資
(熊谷、大間)日間立公文忍鍛へ資料調資(松山出)国立科学博物館へ長問半太郊関係資料調奈(塚 )京都大学基礎物浬学研究所へ湯川秀樹関係資料調授と写真線引股(大商)
月
実行委員会幹事会開催4混同川史タイプー仰を各部局へ発送
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(部局史の記述について他)編
集
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十二月
明卵子以間通史編集委員会(通史日次第二案検討)
昭和双七年一月
第六間通史編集委員会(各部局にて部局史原稿修正開始
二月
「名後数夜称号一件」資料整潮崎潤始人物カード作成開扮日本誌ワ
iドプ?ゼッサーによる編築の研究
月
第七間通史編集委員会(通史目次第三次実検討)部白川史修正原稿提出締め切り実行委員会幹事会(治史目次、部局史仕後案検討)
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後
。紀要第一号を創刊してからすでに一年を経過しようとしている。第二万にたいする読者からの反響は褒反さまざま わたったが、次勾以降の継続希町議の方が予想を越えて多数にのぼり、日下的部数の必要に迫まられている。これをもって編集室では、まず好一縦であったと自殺している次第。本町方収放論文には阿部彩、宮本又次、一一一谷被燥の一一一氏から一一一節を取殺した。阿部論文は本学創設時の交政審議会での審議の総子とその梓況の考祭が扱われていて、五十年史編集には不可欠 部分である。山口玄澗は本学医学部、微研にとっては大恩人の一人 あるが、宮本論文は彼の立志伝的な生い ちと商業内総営の追跡をとおし 、大阪が生んだ特異な商人像を紹介された。一…一谷論文は先きに刊行した『写真集大絞大学の五十年』収放の同町史として執筆されたものである。写哀楽で 紙数の関係で短絡を余儀なくされたが 本口 は 全文合間向殺 た (松田武)八〉本号では肢談会の記事が一二つ入ることになった。法文学部創立のころの様子を、多くの先議方の託…一…一向 得て、現時点 はっきりつかんでおきたいとのな向から、同じような内容の陵談会を二つ入れたため あ 。文学部ぃ怪談会 関れて もう二年半もたつてしまい、ご山山防省 うち天野利武名誉教授が附和五十・九年十二月に物飲され 。市総研際談会は同研究所創立四十周年一記念行引の渇載させていただいた。座談会編集担当は次の各氏。法文学部の創設と文学部梅渓、協凶法学部の人立日をめぐる熊谷2版業科学研究所凶十年のあゆみ隊出
間以として行なわれたものな
(大西愛)
。五十年史郎問問史一総はタイプ原稿を作り終え、各部局 修正中、新年度早々より本印刷にかかる予定である。また、通史…紛のガは、第一次日次案に基づ 、これから執祭者について検討するところである。五十七年度はこ よう 部局史・通史の阿ガの編集を少ない人民ですすめなければならないため、新しい機械を入れて編集作業 大いに役立てようと一向はりきっている。
。てへ
i
ジ参照のうえ、ふるって、ご投稿くださるよう
八〉第一一一号原稿募集はお阪いします。なお本紀要編集委員のうち、原mmh山也氏は本年四月一日付で退官されたので、編集委員は次の各氏
中馬一郎(委員長、医学部)
総渓芥(文学部)脇
m修(文学部)
熊谷間洲作(法学部)
作道洋太郎(経済学部)
芝析出土八(理学部)川柳川明(工学部)
水野克彦(教養部)
(塚本女子)
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